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安心･安全で快適な生活
質の高い暮らしを育むまち

基本施策 1   安心･安全な社会
1 防災・減災
2交通安全
3生活安全
4消防･救急

基本施策 2   都市空間
1 市街地
2 景観・公園
3 移動環境

基本施策 3   都市基盤
1 道路
2 水道
3 下水道
4 港湾
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単位
年度 基準値

現状値 目標値

2025（Ｒ7）年度 2030（Ｒ12）年度

2019
（Ｒ1）

2020
（Ｒ2）

2020
（Ｒ2）

2020
（Ｒ2）

2020
（Ｒ2）

68

39.6

80 95

65 90

38.3 50 65

52.9 65 75

67.9 70 75

基本成果指標

現状と課題

第４章　安心･安全で快適な生活　質の高い暮らしを育むまち

1
基本施策 安心･安全な社会

上下水道の幹線管路（雨水管を除く）の
耐震化率

災害に対する「家庭の備え」ができてい
ると思う市民の割合

交通安全の環境が整い、安心して外出
できると思う市民の割合

地域の治安が良いと思う市民の割合

消防･救急体制が整っていると思う市民
の割合

％

％

％

％

％

●大規模な災害の発生が想定されており、被害を軽減するためのライフラインの耐震化・防災拠点等の強化や、
様々なリスクを想定した災害対策資機材の整備が必要です。
●災害への備えとして、地域や家庭での事前対策や自主防災組織の態勢強化が課題です。
●交通安全意識啓発のほか、警察と連携した交通危険箇所の解消や通学路の安全対策の継続実施が必要です。
●本市の刑法犯罪の認知件数は減少傾向にあるものの、自転車盗や自動車関連盗などの被害は依然発生してお
り、防止策が必要です。また、特殊詐欺や悪徳商法、食品の不正表示など、消費者に係るトラブルが多種多様化
しており、未然の防止と発生後の迅速で円滑な対応が必要です。
●地震、風水害、大規模火災など、あらゆる災害に迅速、的確に対応するため、計画的な消防施設の強化、充実が
必要です。
●突然の病気や事故などによる傷病者の命を救うため、救急体制の高度化や救急救命士の育成、隊員の技術向上
が求められます。また、救命率向上に向け、市民に対し応急手当の知識や技術を学ぶ機会の提供が必要です。

施策が目指す半田市の将来の姿
●大規模災害時の被害を最小限に抑え、災害に強いまちが形成されています。また、市民や地
域の防災意識が高まり、逃げ遅れのない避難体制が確立されています。
●交通安全意識の高まりや安全な歩行空間の整備により、交通事故が減少し、誰もが安心して
外出することができるようになっています。
●地域、警察、学校関係者などが連携し、防犯意識の高まりにより犯罪が発生しにくい環境が
整っています。
●消防施設の強化や適正な指揮体制の確立など、各種災害への対応能力が高まっています。ま
た、市民による応急手当が普及し、救命効果が高まっています。



第
3
編 

● 

基
本
計
画

第
4
章

65

単位施策・個別施策

❶ 災害に強いまちづくりの推進
ライフラインの耐震化や浸水対策など地域の強靱化を進めるとと

もに、避難所については、様々なリスクに対応し対策を強化しま

す。また、発災時における早期の初動対応、復旧・復興に向け、市

民と事業者、行政との連携強化を図ります。

　❷ 地域防災力の向上
大切な命を守るため、「逃げ遅れの無い避難体制」や「家庭の備

え」など市民一人ひとりの防災意識を高めるとともに、自主防災組

織への活動支援を強化し、地域防災力の向上を図ります。

防災･減災

リーディング事業

●水道施設地震対策事業
●雨水整備事業
●災害対策事業

❶ 交通安全対策の推進
警察や学校関係者等と連携し、交通事情に適した交通安全施設

の維持・改善を図ります。また、子どもから高齢者まで世代に応じ

た取組を実施するとともに、移動支援策の展開により公共交通の

利用を促進し、交通安全環境の向上を図ります。

2 交通安全

リーディング事業

1

●通学路安全対策事業
●高齢者運転免許自主返納促進事業

災害に対する「家庭の備え」が
できていると思う市民の割合

（事故件数） （死亡件数）

資料:一般財団法人 愛知県交通安全協会 発行「交通安全統計」

0

100

200

300

400

500

600

700

0

2

4

6

8

10

12

14

（年） 

軽傷事故 重傷事故
死亡

662
580

573

536

412

15

1 3

8

4
1

11 15
18

19

H27 H28 H29 H30 R1

人身事故の発生件数 

資料:市民アンケート（R2）

十分にできている
ある程度できている
どちらともいえない

　

あまりできていない
全くできていない
回答なし
　

37.8%

13.4%

38.6%

7.6%

1.8%0.7%
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第４章　安心・安全で快適な生活　質の高い暮らしを育むまち

❶ 地域の防犯力の向上
防犯灯の整備などにより防犯環境の充実を図るとともに、地域に

おける防犯活動を支援して見守りの担い手づくりを進めます。ま

た、巧妙化する特殊詐欺を始め多様化する犯罪に備えて、講座や

メール等を通じて最新の防犯情報の周知を図ります。

　❷ 消費生活支援の推進
多岐にわたる消費者トラブルの未然防止や解決支援を行うととも

に、適正な計量に係る検査の継続により、消費者保護や生活の安

全を図ります。

3 生活安全

リーディング事業

●安心･安全なまちづくり事業
●消費者対策事業

❶ 消防体制の強化
多種多様化する災害に対応できるよう、消防施設及び車両、装備、

消防団の支援を充実させることにより、総合的な消防体制の強化

を図ります。

　❷ 救急体制の高度化
救急体制を整備するため、救急救命士の育成と救急業務の高度

化を推進します。また、「救命の連鎖」の実現に向け、広く市民に応

急手当の普及啓発を推進します。

4 消防･救急

リーディング事業

●消防・救急活動充実事業
●メディカルコントロール体制構築
事業

資料:半田警察署「刑法犯発生状況」
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下水道施設やため池、河川など様々な排水施設を組みあわせた総合的な治水対策を実施
し、想定を超える豪雨による浸水被害を軽減します。

防災行政無線システムの拡充・強化や、防災情報の入手が困難な世帯に対して戸別受信
機や防災ラジオ等を活用し、避難情報を確実に伝達します。

住民が主体となる避難所運営の取組を先進的なモデル事例として、市域全体の自主防災
組織の防災活動に取り入れます。

交通事故の未然防止を図るため、ビッグデータ等を活用した交通安全対策を実施し、年間
交通死亡事故ゼロを目指します。

「ながら防犯パトロール隊」や「ドラレコ隊」など普段の生活とあわせて防犯活動を行う、新
たな取組を展開します。

若年層に対し、未然防止と解決に向けた対策を身に付けてもらうために、高校生を対象に
消費生活講座を実施します。

消防施設の適正な配置を検討し、非常用予備発電装置、自家用給油取扱所を備えるなど防
災機能を充実し、災害に強い活動拠点を整備・強化します。

●地域防災計画
●水防計画
●水道事業施設・配水管整備計画
●下水道事業計画
●国民保護計画
●国土強靱化地域計画
●耐震改修促進計画

1

2

3

4

5

6

7

CH
AL
LENGE

関連
個別計画

関連するSDGs
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単位
年度 基準値

現状値 目標値

2025（Ｒ7）年度 2030（Ｒ12）年度

2019
（Ｒ1）

2020
（Ｒ2）

2020
（Ｒ2）

2020
（Ｒ2）

55.2

12.1 30 50

60 65

45.8 55 65

基本成果指標

現状と課題

第４章　安心･安全で快適な生活　質の高い暮らしを育むまち

2
基本施策 都市空間

中心市街地に魅力や賑わいを感じる市
民の割合

便利で暮らしやすいと思う市民の割合
　　　　

身近な公園が利用しやすいと感じる市
民の割合

路線バス利用者数　　　　　　　　
　　

％

％

％

人/日

●本市は名鉄河和線とJR武豊線の2つの鉄道路線を有し、南北の交通アクセスに優れています。

●中心市街地の活性化のため、一体的なまちづくりが求められます。

●中心市街地周辺では、半田運河の醸造蔵やJR武豊線のSLなどの歴史・文化資源を活かした賑わいの創出

が必要です。

●来るべき人口減少社会においては、適切な土地利用の規制や誘導による持続可能な都市の構造が求められます。

●空き家などの老朽化した建築物が周辺環境に影響を与えないよう、適切な管理や指導が求められます。

●半田運河周辺地区は、国の都市景観大賞を受賞するなど、良好な景観が形成されています。

●半田らしい魅力的な景観づくりのため、地域の個性や長所を活かしたまちなみの保全と形成が必要です。

●市民が利用しやすく、愛着を持てる公園整備が必要です。また、子育て、健康づくり、防災、緑化など、地域の特性

を活かした様々な活用が全国的に広がっています。

●高齢化が進展するなかで公共交通の重要性が高まっており、さらなる交通の利便性向上が求められます。

施策が目指す半田市の将来の姿
●名鉄知多半田駅からＪＲ半田駅を中心とする中心市街地は半田市の顔として、一体的に利用
され、魅力と賑わいにあふれています。また、住宅地は便利で快適な暮らしやすいまちが形成
されています。
●歴史・文化が薫る半田らしい景観のまちなみが形成されています。また、公園・緑地は市民に
愛着を持って利用され、子どもから高齢者まで誰もが楽しめ、憩い安らげる場になっています。
●社会情勢の変化に対応した公共交通体系の構築により、市内を円滑に移動できる交通利便
性が向上しています。

1,700 2,0001,221
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単位施策・個別施策

❶ 中心市街地の基盤整備
都市機能の集積や東西交通の円滑化を図るため、JR武豊線の高

架化や土地区画整理事業などを進め、快適で質の高い中心市街

地を形成します。

　❷ 中心市街地の魅力向上
名鉄知多半田駅から半田運河までを一体的に利用し、賑わいと活

気を創出するため、駅周辺での商業施設の充実や高架下空間の

有効利用を図り、人々が回遊したくなる魅力ある空間を形成しま

す。また、半田運河やJR武豊線の歴史･文化資源を活かした観光

振興を進めます。

　❸ 良好な住環境の形成
快適で持続可能な都市構造を形成するため、適正な土地利用に

向けた規制･誘導により、日常生活に必要なサービスや地域住民

のつながりを確保します。また、既存建物等の適正管理及び有効

活用により、良好な住環境の形成を図ります。

市街地

リーディング事業

●JR半田駅前土地区画整理事業
●JR武豊線半田駅付近連続立体
交差事業
●老朽化建築物取壊促進･空家対策
事業

❶ 景観形成の推進
本市が有する歴史・文化資源を保全し、魅力的な景観を形成す

るため、市民の景観に対する意識を醸成します。また、住民が主体

となり地域特性と調和した良好なまちなみの保全及び形成を図り

ます。

　❷ 公園･緑地の魅力向上
地域住民が主体的に公園づくりに参加し、地域密着型の公園を整

備します。また、市民、事業者、行政が連携し、子どもの遊び場、大

人の憩いの場として公園・緑地の魅力を高めるとともに、有効な

活用を進めます。

2 景観･公園

リーディング事業

1

●景観形成推進事業
●公園整備･改修事業

JR 半田駅前イメージ図

半田運河
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第４章　安心・安全で快適な生活　質の高い暮らしを育むまち

❶ 公共的な交通手段の利便性向上
路線バスの利用促進や地域との連携・協働のもと、市民の移動

手段の確保に取り組むとともに、待合環境整備や情報発信などに

より、便利で移動しやすい環境を構築します。また、未来技術の進

展などに応じて、新しい移動手段を調査・研究します。

　❷ 鉄道の利用促進と駅周辺環境の整備
中心市街地の整備や関係機関への要望活動により鉄道の利便性

を高めます。また、中心市街地における駐車場や各駅駐輪場の環

境保全を図り、公共交通機関の利用促進と迷惑駐車の解消に取り

組みます。

3 移動環境

リーディング事業

●公共交通対策事業

地区路線バスごんくる
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名鉄知多半田駅、ＪＲ半田駅、半田運河のそれぞれの特性を活かしながら一体的な利用を
図るため、中心市街地の核となる民間活力を導入します。

空き家マイスターなどの広範な知識を持った専門家と連携し、空き家所有者と買い手や借
り手とマッチングを図り、空き家を有効活用します。

企業を対象に空き家を活用したサテライトオフィス等を誘致します。　　　　　　　　　
　　

名鉄河和線の立体交差化に向けた協議を進めます。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

 地域と合意形成を図りながら、新たな景観形成重点地区を追加します。　　　　　　　　
　　　

歴史・文化を伝える景観の保全や防災機能の向上等を目的に無電柱化を実施します。　
　　

大規模な都市公園に多くの人が集い、若者や家族が楽しめるよう、民間活力を導入した整
備を行います。

地域毎の移動需要の高まりにあわせて、利用者ニーズに応じた乗合タクシー制度の導入
に取り組みます。

●都市計画マスタープラン
●立地適正化計画
●緑の基本計画
●ふるさと景観計画
●耐震改修促進計画
●空家等対策計画
●市営住宅長寿命化計画
●地域公共交通網形成計画

1

2

3

4

5

6

7

8

CH
AL
LENGE

関連
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関連するSDGs
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単位
年度 基準値

現状値 目標値

2025（Ｒ7）年度 2030（Ｒ12）年度

2019
（Ｒ1）

2019
（Ｒ1）

2020
（Ｒ2）

2020
（Ｒ2）

100以上

40.4

28.8

55 65

100以上 100以上

81 100 100

基本成果指標

※１　水道事業を運営するために必要な費用が水道料金などの収益によって賄われている割合を表す指標であり、公営企業として100%以上が望ましい。
※２　下水道事業を運営するために必要な費用が下水道使用料で賄われている割合を表す指標であり、100％で収支の均衡が保たれている。

現状と課題

第４章　安心･安全で快適な生活　質の高い暮らしを育むまち

3
基本施策 都市基盤

道路が利用しやすいと思う市民の割合
　　　

水道経営の安定度(経常収支比率※１)　　　　

下水道経営の安定度(経費回収率※２)　　　　　　　

港に親しみを感じる市民の割合　　　
(半田緑地エリア、亀崎海浜緑地エリア等)

％

％

％

％

●幹線道路の交通渋滞や、既成市街地の狭あい道路など、道路交通環境の改善が必要です。

●｢マイレポはんだ」などを活用し、道路施設等の管理を効率的に行っています。また、多くの道路施設等の老朽

化に対応し、計画的な更新が必要です。

●水道施設の経年化にあわせ、適切な維持管理と計画的な更新及び再構築が必要です。また、人口減少や節水器

機の普及により、水需要が減少し、料金収入の減少が見込まれるため、社会情勢の変化に適応した経営基盤の

強化が必要です。

●更新期を迎える下水道施設の改築・更新費用の増加や下水道使用量の減少などにより、下水道事業の経営は

より厳しくなることが見込まれるため、経営基盤の強化が必要です。

●重要港湾である衣浦港は、港湾施設の老朽化、機能不足、保管用地不足の解消が求められます。

●衣浦港が市民から親しまれるための取組が必要です。

　

施策が目指す半田市の将来の姿
●交通体系や道路空間が整備され、安全で快適な道路交通環境が形成されています。
●安心・安全な水道水が安定的に供給されています。
●下水の適正処理により、衛生的で快適な生活環境が保たれています。
●海上物流を支える港湾施設の充実が図られるとともに、市民にとって親しまれる環境が形成さ
れています。

40 50



第
3
編 

● 

基
本
計
画

第
4
章

73

単位施策・個別施策

❶ 道路の整備･円滑化
都市計画道路などの幹線道路の整備や渋滞が生じている交差点

などの解消について、関係機関と連携し、事業を進めます。また、

暮らしに密着した生活道路は、緊急車両の通行や住民の安全性・

快適性が確保できるよう、道路の利用形態に応じた道路改良、後

退用地の取得などにより、道路交通の円滑化を図ります。

　❷ 道路施設等の適切な改修･管理
予防保全の観点から、計画的に道路施設等を改修します。また、

道路パトロールや市民からの情報などをもとに危険箇所を早期

に把握・修繕し、道路環境の充実を図ります。

道路

リーディング事業

●道路改良事業
●道路維持修繕事業
●橋梁維持修繕事業

❶ 水道事業の経営基盤強化
民間委託の拡大、他市町との広域連携の推進、適正な水道料金の

見直しなどにより事業の効率化を進め、健全な経営基盤の強化を

図ります。また、社会情勢の変化に適応した新たな施策の導入な

ど、サービスの向上に取り組みます。

　❷ 水道の安定的な供給
水道施設の経年化に応じて、適切な維持管理と更新及び再構築

を計画的に進めます。また、事業者の知識や技術力を活用し、安

心・安全な水道水を安定的に供給します。

2 水道

リーディング事業

1

●運営基盤強化事業
●安定供給事業
●水道施設維持修繕事業

(人) (m3/日)
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41,055
39,036 39,172 38,107 37,289

H21 H26 R1 R6 R12
給水人口 １日平均給水量

推計値実績値

給水人口と給水量   

（年度）

JR 武豊線を跨ぐ環状線
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第４章　安心・安全で快適な生活　質の高い暮らしを育むまち

❶ 下水道事業の経営基盤強化
下水道施設の適正な維持管理や計画的な改築・更新を行い、ラ

イフサイクルコストの低減や事業の平準化に取り組むとともに、

適正な使用料金の見直しを行い、経営基盤の強化を図ります。

　❷ 下水道による生活環境の向上
計画的な施設の整備を進めるとともに、下水道への接続を促進

し、衛生的で快適な生活環境の実現と公共用水域の水質保全を

図ります。

3 下水道

リーディング事業

●汚水整備事業

❶ 港湾機能の強化と利用促進
新規ふ頭用地の整備や護岸施設、荷役施設など港湾施設の老朽

化対策を計画的に進め、公民連携による衣浦港の機能強化及び

利用促進を図ります。

　❷ 親しまれる港づくり
市民の憩いの場として、港湾管理者等と連携し、港湾地区の緑地

利用の向上を図り、公民連携による水辺の美化活動や衣浦みなと

まつりなど親しまれる港づくりを促進します。

4 港湾

リーディング事業

●港湾整備事業
●衣浦みなとまつり事業

半田市のマンホール

帆船　海王丸
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路面検知システム等を用いた情報のAI解析により、効率的な道路管理を行います。　　
　

　　　

関係機関と連携し、西三河方面とつなぐ道路の渋滞解消を図ります。　　　　　　　　　
　

県浄水場や県広域調整池から市内の各家庭・工場等※3へ直接配水し、効率的な供給を目
指します。

地域の地形・実情に応じた適切な水圧を管理し、漏水リスクや水の出不良を低減すること
により、水道水の安定供給を図ります。

共同汚泥処理について、さらなる広域連携を進め、処理施設の建設費や負担金等のランニ
ングコストの縮減を図ります。

衣浦港の海面処分用地を工業用地やふ頭用地等に利用するため、港湾関係者と連携を図
りながら早期事業化に向け促進します。

衣浦港の魅力を活かし親しまれる港を創出するため、大型帆船等の寄港を増やします。　
　　　　

※3 地形的に標高が高い場所（増圧区域）を除く。

●橋梁個別施設計画
●舗装修繕計画
●水道事業基本計画
●水道事業施設・配水管整備計画
●水道事業経営戦略
●水道ビジョン
●下水道事業計画
●下水道事業経営戦略

1

2

3

4

5

6

7
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